
東
播
磨
支
部

前
田
相
談
役

の
紹
介
に
よ

り
、
芝
桜
で

有
名
な
「
ヤ

マ
サ
蒲
鉾
」

工
場
見
学
を

挙
行
し
ま
し

た
。
名
田
和

由
社
長
が
本

学
Ｏ
Ｂ
で
あ

り
、
懇
切
丁

寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
っ

か
り
お
土
産

も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当

日
は
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
真
っ
只

中
、
好
天
に

恵
ま
れ
、
絶
好
の
花
見

日
和
で
し
た
。
当
日
は
、

JR
姫
路
駅
改
札
口
に
集

合
し
、
神
姫
バ
ス
の
直

行
便
で
、
ヤ
マ
サ
蒲
鉾

バ
ス
停
で
降
り
、
会
議

室
に
案
内
さ
れ
て
、
会

社
の
概
要
や
経
歴
な
ど
、

名
田
社
長
よ
り
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
工
場
見

学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
工
場
は
、
第

一
・
第
二
・
第
三
と
３

工
場
あ
り
、
今
回
は
、

第
一
工
場
の
カ
ニ
カ
マ

と
第
二
工
場
の
ち
く
わ

の
生
産
工
程
順
に
総
務

の
家
永
係
長
に
丁
寧
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た

。

１
、
な
ぜ
夢
前
町
に
工

場

が

あ

る

の

か

？

答
え
：
蒲
鉾
作
り
に
は
、

水
が
必
要
不
可
欠
で
、

夢
前
川
の
清
流
に
恵
ま

れ
て
い
る
。

２
、
工
場
の
屋
根
は
な

ぜ
オ
レ
ン
ジ
色
な
の
か
？

答
え
：
オ
レ
ン
ジ
色
は

防
虫
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
。

３
、
カ
ニ
カ
マ
の
味
は

何
？

答
え
：
か
に
汁
を
入
れ

る
。

４
、
す
り
身
は
ど
う
し

て
い
る
か
？

答
え
：
専
用
業
者
か
ら

仕
入
れ
て
工
場
で
は
製

造
し
て
い
な
い
。

工側
の
芝
桜
を
堪
能
し
ま

し
た
。
一
同
大
感
激
で

す
。
何
と
、
芝
桜
は
、

ヤ
マ
サ
蒲
鉾
に
何
か
名

物
を
作
ろ
う
と
い
う
発

想
で
、
従
業
員
の
方
々

の
手
作
業
に
よ
っ
て
運

営
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
ナ
イ
タ
ー

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
日
で

し
た
が
、
そ
の
作
業
も

従
業
員
の
方
々
の
手
作

業
で
運
営
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
凄
い
で
す
ね
。

芝
桜
を
満
喫
し
た
後
は
、

蒲
鉾
工
房
「
夢
鮮
館
」

で
舌
鼓
を
打
ち
、
お
土

産
を
買
っ
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
（
満
足
）

第４号 大樟会東播磨支部新聞 ２０１５年８月２３日

発行所

大阪経済大学

同窓会

大樟会

東播磨支部

発行人

山本憲章

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

ヤマサ蒲鉾工場(姫路)見学！！
平
成
27

年
10

月
25

日

（
日
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
再
建
5
回
目
の

同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

皆
様
は
、
お
友
達
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ

る
っ
て
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

場
所
：

東
京
田
村
加
古
川
店

（
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
４
階
）

下
の
画
像
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
懐
石
料
理
で
有

名
で
す
。

時
間
：

10
：
00
受
付
開
始

10
：
30
総
会

11
：
00
講
演

12
：
00
懇
親
会

東
播
磨
支
部
活
動
！

再
建
５
回
目
支
部
同
窓
会
開
催

平
成
27
年
4
月
29
日
（
水
）
姫
路
市
夢
前
町
に
あ
る

「
ヤ
マ
サ
蒲
鉾
（
株
）
」
工
場
見
学
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
芝
桜
は
絶
景
で
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
東

播
磨
支
部
の
会
員
の
方
々

に
役
に
立
つ
耳
よ
り
な

情
報
（
グ
ル
メ
・
観
光
・

買
い
物
な
ど
）
を
特
集

し
て
い
き
ま
す
。

第
4
号
は
、
東
播
磨
支

部
事
務
局
長
の
石
原

（
47
回
卒
業
）
が
食
レ

ポ
し
ま
す
。

加
古
川
名
物
「
か
つ
め

し
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
か
つ
め
し
」
は
昭
和

28
年
頃
に
加
古
川
駅
前

に
あ
っ
た
「
い
ろ
は
食

堂
」
で
考
案
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
ご
飯
の
上
に

叩
い
て
平
た
く
し
た
ビ
ー

フ
カ
ツ
を
の
せ
、
デ
ミ

グ
ラ
ス
系
の
た
れ
を
か

け
た
も
の
を
洋
皿
に
盛

り
、
ゆ
で
た
キ
ャ
ベ
ツ

を
添
え
て
箸
で
食
べ
る
。

こ
れ
が
お
お
ま
か
な

「
か
つ
め
し
」
の
定
義

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
４
号
は
、
「
食
レ
ポ
」
し
ま
す

加古川プラザホテル

芝
桜
に
一
同
感
激
！

工

場

見

学

の

Ｑ

＆

Ａ

カ

ニ

カ

マ

工

程

集

合

写

真

前
列
中
央
が
名
田
社
長

（
裏
面
に
続
く
）



（
表
面
か
ら
続
く
）

加
古
川
で
「
か
つ
め
し
」

が
食
べ
ら
れ
る
お
店
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
「
ロ
ッ
キ
ー
」

が
美
味
し
い
と
聞
い
た

の
で
、
足
を
運
ん
で
き

ま
し
た
。

お
店
は
加
古
川
市
野
口

町
水
足
の
福
沢
の
交
差

点
を
少
し
南
に
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

ビ
ー
フ
カ
ツ
メ
シ
は
８

０
０
円
で
、
大
ぶ
り
な

お
皿
に
ご
飯
が
盛
ら
れ
、
、

ワ
ラ
ジ
タ
イ
プ
の
ビ
ー

フ
カ
ツ
、
そ
の
上
に
デ

ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
風
の

タ
レ
が
た
っ
ぷ
り
か
け

て
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
で

た
キ
ャ
ベ
ツ
と
ト
マ
ト

＆
キ
ュ
ー
リ
が
添
え
ら

れ
て
い
て
、
味
噌
汁
と

漬
物
も
つ
い
て
い
ま
す
。

ビ
ー
フ
カ
ツ
の
厚
さ
は
、

や
や
薄
目
で
カ
ラ
ッ
と

揚
が
っ
て
い
て
衣
も
サ

ク
サ
ク
で
し
た
。
食
感

は
、
や
や
歯
ご
た
え
が

あ
り
、
少
し
酸
味
の
強

い
ソ
ー
ス
が
か
ら
ん
で
、

濃
厚
で
す
が
、
サ
ッ
パ

リ
し
た
後
味
で
食
べ
や

す
く
、
評
判
通
り
と
て

も
美
味
し
い
か
っ
た
の

で
、
お
す
す
め
の
お
店

で
す
。
皆
さ
ん
も
是
非

一
度
、
ご
賞
味
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
27

年
６
月
21

日

（
日
）
に
役
員
一
同
で
、

竹
田
城
見
学
ツ
ア
ー
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
、
現
地
の
天
候
に

恵
ま
れ
ず
に
断
念
し
、

急
遽
、
播
州
山
崎
花
菖

蒲
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。

花
菖
蒲
は
野
生
の
ノ
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
改
良
し

た
も
の
で
、
日
本
の
園

芸
植
物
と
し
て
世
界
に

誇
れ
る
も
の
で
す
。
花

菖
蒲
栽
培
の
歴
史
は
約

３
０
０
年
前
よ
り
始
ま
っ

た
と
さ
れ
、
江
戸
時
代

に
に
隆
盛
を
極
め
ま
し

た
。
播
州
山
崎
花
菖
蒲

園
で
は
、
江
戸
時
代
か

ら
今
日
ま
で
に
作
り
出

さ
れ
た
も
の
の
う
ち
約

１
，
０
０
０
品
種
が
保

存
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
６
月
一
か
月
の
期

間
限
定
で
開
園
さ
れ
て

い
て
、
山
崎
は
天
候
が

回
復
し
雨
上
が
り
の
中
、

紫
陽
花
と
共
に
と
て
も

綺
麗
で
癒
さ
れ
ま
し
た
。

山
崎
花
菖
蒲
園
を
後
に

し
て
、
帰
路
、
「
し
そ

う

よ
い
温
泉
」
に
立

ち
寄
り
、
役
員
会
を
開

催
し
て
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
、

山
本
支
部
長
よ
り
５
月

に
開
催
さ
れ
た
大
樟
会

理
事
会
お
よ
び
支
部
長

会
報
告
（
下
記
に
記
事

掲
載
）
が
あ
り
、
源
泉

か
け
流
し
の
露
天
風
呂

で
疲
れ
を
癒
し
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

竹
田
城
見
学
ツ
ア
ー
は

来
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
に

順
延
と
い
う
こ
と
で
、

皆
様
乞
う
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

平
成
27

年
５
月
23

日

（
土
）
大
樟
会
理
事
会

と
全
国
支
部
長
会
が
大

阪
経
済
大
学
Ｊ
館
３
階

第
一
会
議
室
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
簡
単
に
報

告
し
ま
す
。

大
樟
会
も
同
総
会
設
立

80
周
年
と
卒
業
生
10
万

人
時
代
を
迎
え
、
新
し

い
進
化
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
周
辺
都
市

支
部
に
反
し
、
同
窓
生

の
減
少
の
続
く
地
方
支

部
の
活
性
化
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
就
職
は
好
調

で
あ
る
が
、
更
な
る
応

援
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
支
部
長
会
議
で
は
、

支
部
長
の
若
返
り
を
目

指
し
、
支
部
長
の
定
年

制
導
入
と
少
子
化
社
会

の
地
方
支
部
の
活
性
化

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

今
月
号
よ
り
、
「
大
樟

会
東
播
磨
支
部
会
員
紹

介
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
始

し
ま
す
。
会
員
相
互
理

解
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
会
員
各
位
が
自
己

紹
介
を
し
て
、
学
生
時

代
の
懐
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
現
状
の
自
己
Ｐ
Ｒ

レ
ポ
ー
ト
、
将
来
の
展

望
や
東
播
磨
支
部
に
期

待
す
る
こ
と
な
ど
を
レ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
予
定

し
て
い
ま
す
。

会
員
各
位
の
皆
様
方
に
、

是
非
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
全
員
の
方
々

に
順
番
に
レ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
初
回
と
い
う

こ
と
で
、
年
功
序
列
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２

名
の
方
に
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
、
小
林
豊
様

二
、
前
田
耕
作
様

次
ペ
ー
ジ
に
紹
介
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

第４号 大樟会東播磨支部新聞 ２０１５年８月２３日

「
東
播
磨
支
部
役
員
会
活
動
」
第
二
弾
！

「
東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト
」
続
き

花

の

見

分

け

方

よ

い

温

泉

で

役

員

会

会

員

紹

介

コ

ー

ナ

ー

大
樟
会
全
国
支
部
長
会

出
席
レ
ポ
ー
ト
・
東
播

磨
支
部
山
本
支
部
長



①
回
卒
：
昭
和
26
年

（
１
９
５
１
年
）
17
回

卒②
住
所
：
〒676-0037

高
砂
市
高
砂
町
藍
屋
町

１
６
６
３

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
２
２-

２
４
１
３

④
職
業
：
個
人
店
主

⑤
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

平
成
８
年
に
地
元
高
砂
・

十
輪
寺
の
筆
頭
総
代
と

し
て
、
平
成
大
修
理
の

重
責
を
担
い
、
一
生
一

大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

無
事
大
役
を
成
就
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
法
然
上
人

２
５
霊
場
第
三
番

十

輪
寺
の
諸
堂
平
成
大
修

理
の
落
慶
法
界
を
平
成

８
年
11
月
22
・
23
日
に

執
り
行
い
、
善
光
寺
大

本
願
・
一
条
智
光
法
主

の
特
別
回
向
や
裏
千
家

家
元
の
献
茶
な
ど
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

１
，
３
０
０
軒
余
り
の

檀
信
徒
の
筆
頭
総
代
と

し
て
重
責
を
を
果
た
し
、

肩
の
荷
が
下
り
ま
し
た
。

⑥
将
来
の
展
望

（
株
）
小
林
商
店
は
、

往
年
、
米
穀
・
飼
料
・

卵
を
生
業
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
流
通
形
態
の

変
化
や
後
継
者
問
題
な

ど
で
、
残
念
が
ら
、
廃

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

⑦
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て私
が
高
砂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
幹
事
の
時
、

三
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
幹
事
が
同
窓
で
、

高
砂
と
三
木
の
同
窓
20

名
ほ
ど
が
毎
年
相
互
の

会
場
で
親
睦
会
を
開
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
播
磨
支
部
が
設
立
さ

れ
、
毎
年
の
会
合
が
楽

し
み
で
し
た
。

大
樟
会
東
播
磨
支
部
は
、

再
建
さ
れ
、
今
後
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

①
回
卒
：
昭
和
33

年

（
１
９
５
８
年
）
24
回

卒②
住
所
：
〒675-0065

加
古
川
市
加
古
川
町
篠

原
町
１
４
４-

１

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
２
４-

２
１
８
３

④
職
業
：
無
職

⑤
趣
味:

花
い
じ
り

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド皆
さ
ん
が
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

大
阪
経
済
大
学
に
入
学

し
た
も
の
の
財
布
の
中

身
が
心
細
く
思
い
、
住

む
所
と
ア
ル
バ
イ
ト
を

探
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

北
大
道
町
の
コ
リ
ア
ン

タ
ウ
ン
に
も
ぐ
り
こ
ん

で
、
４
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
で
は
、

早
朝
か
ら
大
声
で
喧
嘩
、

そ
れ
も
棒
を
振
り
回
し

た
り
、
斧
振
り
上
げ
た

り
、
激
し
い
も
の
で
し

た
。
も
う
一
つ
は
、
逆

に
仲
が
良
く
、
「
ド
ブ

ロ
ク
」
を
皆
で
集
ま
っ

て
飲
ん
で
い
て
、
私
も

仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
の
真

ん
中
に
井
戸
が
あ
っ
て
、

そ
こ
で
洗
濯
を
し
て
い

ま
し
た
。
私
の
下
着
ま

で
綺
麗
に
棒
で
た
た
い

て
、
糊
を
か
け
て
ア
イ

ロ
ン
を
当
て
て
く
れ
ま

し
た
。
日
本
の
ア
イ
ロ

ン
と
違
っ
て
、
鉄
製
で

炭
を
入
れ
る
ア
イ
ロ
ン

で
し
た
。
子
供
た
ち
も

よ
く
馴
染
ん
で
く
れ
て
、

卒
業
後
何
年
か
経
っ
て

行
っ
て
み
た
ら
、
コ
リ

ア
ン
タ
ウ
ン
は
な
く
な
っ

て
い
て
、
今
と
な
っ
て

は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。

⑦
現
在
の
状
況

妻
は
20
年
前
に
他
界
し

て
、
独
居
老
人
で
す
。
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NO.
１
：
小
林

豊

NO.
２
：
前
田

耕
作

中
央
が
小
林
様

右
端
が
前
田
様

表
彰
状
授
与


